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核兵器生製造企業に投融資している金融機関数

DBOBキャンペーンソングのアニメ
ーションを鑑賞する参加者＝４月
21日、東京都内　　　　　　　　

応
（
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診

療
所
）
▽
歯
科
疾
患
の
重
症

化
予
防
に
資
す
る
継
続
管
理

（
根
面
う
蝕
・
エ
ナ
メ
ル
質

初
期
う
蝕
管
理
お
よ
び
口
腔

機
能
の
管
理
を
含
む
）
、
在

宅
医
療
お
よ
び
介
護
、
認
知

症
対
応
力
向
上
研
修
（
口
管

強
）
▽
小
児
の
心
身
の
特
性

（
口
管
強
）
―
―
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
医
療
事
故
対
策

に
つ
い
て
、
裁
判
事
例
な
ど

も
交
え
な
が
ら
対
応
を
詳
細

に
解
説
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ

Ｔ
な
ど
の
証
拠
、
医
学
的
判

断
を
カ
ル
テ
に
残
す
こ
と
、

説
明
責
任
を
果
た
す
重
要
性

な
ど
を
強
調
し
た
。
講
演
終

了
後
は
受
講
者
に
修
了
証
を

発
行
し
た
。

　

◇　

◇　

◇　

◇

　

次
回
、
口
管
強
施
設
基
準

研
修
会
（
歯
初
診
含
む
）
は
７

月
27
日
（
日
）
に
開
催
予
定
。

　

保
団
連
・
近
畿
反
核
医
師

懇

談

会

は

４

月

21

日
、

〝Don't 
Bank 

On 
the 

Bomb

（
核
兵
器
に
お
金
を
貸

す
な
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
）〞
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
へ
の
協
力
を
求

め
、
太
陽
生
命
と
懇
談
し

た
。
同
社
は
保
団
連
共
済
の

保
険
医
年
金
を
共
同
で
受
託

し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度

の
投
資
方
針
に
「
核
兵
器
製

造
企
業
へ
の
投
融
資
禁
止
」

を
明
記
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
経
緯
や
運
用
状
況
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
住
江
憲
勇
・

１．日時
　８月２日（土）18：30～21：00
　８月３日（日）９：30～15：30

２．主な内容
〈１日目 〉
　①主催者挨拶／竹田 智雄 会長
　②基調提案／小澤　力 副会長
　③ 記念講演「激動の国際情勢で平和外交を展望
する」／猿田　佐世氏（シンクタンク「新外
交イニシアティブ（ND）」代表・弁護士）

〈２日目 〉
　④講座
　　４つの講座から選択して受講
　⑤ シンポジウム 
「国民本位の医療アクセスをめざして」
お問い合わせは協会（06-6568-7731まで）

参加費
現地
　両日 14000円
　１日のみ 7000円
WEB 7000円
（WEBのみ協会が補助）

申込〆切　申込〆切　
　７月８日　７月８日

保
団
連
名
誉
会
長
が
挨
拶

し
、「
被
爆
の
被
害
は
根
本

的
な
治
療
法
が
な
く
、
医
師

・
歯
科
医
師
は
核
兵
器
廃
絶

に
切
な
る
思
い
を
持
っ
て
い

る
。
企
業
倫
理
が
い
っ
そ
う

求
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
り
、

そ
れ
に
応
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
貴
社
の
社
会
的
価
値
を

高
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
期

待
を
寄
せ
た
。

　

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
か

ら
は
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
運
動
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
。
２
０
１
９

年
の
開
始
以
来
、
核
兵
器
製

造
企
業
へ
の
投
融
資
を
禁
止

し
た
国
内
金
融
機
関
が
１
社

か
ら
14
社
に
増
加
し
て
い
る

　

社
保
研
究
部
は
５
月
25

日
、「
歯
初
診
・
外
感
染
・

外
安
全
・
歯
援
診
・
口
管
強

の
施
設
基
準
に
係
る
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。
野
口
一

馬
氏
（
兵
庫
医
科
大
学
医
学

部
歯
科
口
腔
外
科
学
講
座
教

授
）
を
講
師
に
１
２
７
人
が

参
加
し
た
。

　

同
氏
は
▽
院
内
感
染
防
止

対
策
（
歯
初
診
）
▽
偶
発
症

に
対
す
る
緊
急
時
対
応
、
医

療
事
故
対
策
等
の
医
療
安
全

対
策
（
外
安
全
）
▽
感
染
経

路
別
予
防
策
（
個
人
防
護
具

の
着
脱
法
等
を
含
む
）
お
よ

　

核
兵
器
製
造
企
業
へ
の
投

融
資
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
核

兵
器
の
廃
絶
を
め
ざ
す
Ｄ
Ｂ

Ｏ
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
企

業
の
社
会
的
責
任
が
強
く
問

わ
れ
る
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た

運
動
だ
。
２
０
１
７
年
に
核

兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採

択
さ
れ
、
国
際
法
で
核
兵
器

の
開
発
や
生
産
、
保
有
、
使

用
、
威
嚇
な
ど
が
全
面
的
に

禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は

援
助
や
資
金
提
供
も
含
ま
れ

て
い
る
。

　

い
ま
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
と
い

う
言
葉
が
注
目
を
集
め
て
い

る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
世

界
の
実
現
へ
企
業
の
責
務
が

問
わ
れ
、
非
人
道
兵
器
に
対

し
て
も
厳
し
い
目
が
注
が
れ

て
い
る
。
近
年
で
は
、
対
人

地
雷
や
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
の
使

用
や
生
産
な
ど
が
国
際
法
で

禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

金
融
業
界
は
こ
れ
ら
の
兵
器

を
製
造
す
る
企
業
へ
の
投
融

資
を
取
り
や
め
て
き
た
。
日

本
の
金
融
機
関
も
そ
の
流
れ

に
同
調
し
て
い
る
。

　

核
兵
器
に
つ
い
て
は
「
主

要
保
有
国
が
禁
止
条
約
に
参

加
し
て
お
ら
ず
、
実
効
性
が

な
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
対

人
地
雷
も
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
も

主
要
国
は
禁
止
条
約
に
加
わ

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

両
兵
器
の
生
産
は
激
減
し
、

取
引
は
ほ
ぼ
消
失
し
て
い

る
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
れ

ば
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
筋

が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

金
融
機
関
に
と
っ
て
核
兵

器
製
造
企
業
に
投
融
資
す
る

こ
と
は
社
会
的
な
信
用
の
低

下
に
つ
な
が
る
大
き
な
問
題

だ
。
核
兵
器
製
造
企
業
に
と

っ
て
も
核
兵
器
は
経
営
上
の

リ
ス
ク
に
他
な
ら
な
い
。
禁

止
条
約
に
よ
っ
て
加
盟
国
か

ら
の
資
金
・
材
料
調
達
が
困

難
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
核
兵

器
へ
の
関
与
を
続
け
れ
ば
様

々
な
取
引
が
打
ち
切
ら
れ
る

懸
念
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ

を
分
か
っ
て
い
な
が
ら
核
兵

器
の
製
造
を
続
け
、
損
失
を

招
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
株
主

訴
訟
の
リ
ス
ク
を
も
抱
え
る

こ
と
に
な
る
。

　

「
信
用
が
第
一
」
の
金
融

機
関
は
す
で
に
核
兵
器
か
ら

の
撤
退
を
始
め
て
い
る
。
Ｐ

Ａ
Ｘ
の
調
査
で
は
、
核
兵
器

製
造
企
業
に
投
融
資
し
て
い

る
金
融
機
関
数
は
世
界
全
体

で
３
２
５
社
（
19
年
）
か
ら

２
６
０
社
（
25
年
）
に
ま
で

急
減
し
た
。
こ
の
流
れ
は
も

は
や
止
め
ら
れ
な
い
。
恥
ず

べ
き
行
為
を
続
け
る
金
融
機

関
は
、
そ
の
未
来
を
自
ら
閉

ざ
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

施
設
基
準
研
修
１
２
７
人
が
参
加

歯
初
診
・
外
感
染
・
外
安
全
・
歯
援
診
・
口
管
強

第54回保団連夏季セミナーのご案内

研修会の様子＝５月25日、

Ｍ＆Ｄホール　 　　　　　

び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症

等
に
対
す
る
対
策

・
発
生
動
向
（
外

感
染
２
）
▽
高
齢

者
の
心
身
の
特
性

（
認
知
症
に
関
す

る

内

容

を

含

む
）
、
口
腔
機
能

管
理
、
緊
急
時
対

核兵器への投融資タブー

大阪府歯科保険医協会理事・
反核医師の会世話人　　　　 中村新太郎

核禁条約で金融機関の撤退加速
被爆80年
核なき世界をめざして
DBOBプロジェクト③

太
陽
生
命
に
協
力
要
請

〝
核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な
〞

現
状
を
説
明
し
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ

運
動
へ
の
協
力
を
求
め
た
。

　

太
陽
生
命
か
ら
は
、
清
友

美
貴
・
取
締
役
常
務
執
行
役

員
を
は
じ
め
、
運
用
企
画
部

の
佐
藤
義
剛
部
長
、
立
脇
裕

子
課
長
が
出
席
。
同
社
は

「
従
来
か
ら
非
人
道
兵
器
に

対
し
て
投
融
資
を
禁
止
し
て

お
り
、
昨
年
か
ら
は
核
兵
器

製
造
企
業
も
対
象
に
追
加
し

た
」
と
説
明
。
核
兵
器
製
造

企
業
の
定
義
に
つ
い
て
は
、

Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
運
動
を
推
進
す
る

オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｐ
Ａ

Ｘ
」
が
特
定
し
た
24
社
を
対

象
に
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

投
資
方
針
の
見
直
し
の
経

評
価
の
『
名
誉

の
殿
堂
』
を
獲

得
し
た
日
本
の

金
融
機
関
は
な

い
。
太
陽
生
命

が
そ
の
第
一
号

に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い

る
」
と
激
励
し

た
。

緯
と
し
て
、「
他
の
金
融
機

関
の
動
き
も
参
考
に
、
Ｔ
＆

Ｄ
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
見
直

し
た
方
が
良
い
と
の
意
見
を

受
け
た
対
応
。
社
内
で
は

『
時
代
の
流
れ
と
し
て
当

然
』
と
受
け
止
め
ら
れ
た
」

と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

中
村
新
太
郎
・
大
阪
府
歯

科
保
険
医
協
会
理
事
は
、
先

行
し
て
投
資
禁
止
を
打
ち
出

し
た
日
本
生
命
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番

組
の
取
材
を
受
け
た
事
例
に

触
れ
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。
松
井
和
夫
・
和
歌

山
県
保
険
医
協
会
理
事
は
、

「
Ｐ
Ａ
Ｘ
レ
ポ
ー
ト
で
最
高
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オランダNGO・PAXの調査から


